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はじめにはじめにはじめにはじめに

群れ飼育のチンパンジーでは、咬傷により皮膚裂創が生

じることが多い。皮膚裂創に対する有効な抗菌剤選択に必

要な情報の提供を目的として、これまで報告例がなかった

口腔内、皮膚表面、皮膚裂創の優勢菌を検索し、同時に薬

剤感受性調査を実施した。地域の異なる2施設間での比較

を併せて目的として、京都大学野生動物研究センター熊本

サンクチュアリ（以下、熊本サンクチュアリ）およびわんぱー

くこうちアニマルランド（以下、わんぱーくこうち）の飼育個体

から口腔内、項部皮膚、下腿後面皮膚および皮膚裂創の

スワブを採取して解析した。



3

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法

チンパンジーの健康診断の機会を利用し、麻酔下のチンパン
ジーからスワブを採取した。
細菌の分離・同定および薬剤感受性試験は㈱ファルコバイオシ
ステムズに依頼した。

被検体被検体被検体被検体
熊本サンクチュアリ 雄9個体 雌5個体 合計14個体
わんぱーくこうち 雄2個体 雌1個体 合計３個体

採取部位採取部位採取部位採取部位
口腔内、項部皮膚、下腿後面皮膚
雄10個体 雌6個体 計16個体

皮膚裂創
雄1個体 雌1個体 計2個体

（雌１個体は口腔内、項部皮膚、下腿後面皮膚からも採取）
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採取手順採取手順採取手順採取手順

口腔から採取

下腿後面皮膚から採取

• 口腔

犬用開口器を用いて開口し、滅菌
綿棒を犬歯、歯茎にこすりつける

• 項部皮膚、下腿後面皮膚

体毛をかき分け生理食塩水に浸し
た滅菌綿棒を皮膚にこすりつける

• 皮膚裂創

病変部に滅菌綿棒を差し込む
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両施設とも口腔からはα-Streptococcus 、 Neisseria sp.が、

皮膚からはMSCNS （メチシリン感受性コアグラーゼ陰性ブドウ

球菌） が主に検出され（表1-1,2,3）、薬剤感受性調査において

複数の薬剤に対する耐性を確認した（表2-1,2,3）。

熊本サンクチュアリで検出されたが、わんぱーくこうちで検出さ

れなかった菌種が9種、反対にわんぱーくこうちで検出されたが

熊本サンクチュアリで検出されなかった菌種が1種となった（表

1-1,2）。

また、嫌気培養を口腔、項部皮膚、下腿後面皮膚でそれぞれ

11検体、皮膚裂創で2検体、合計35検体でおこなったが全てに

おいて陰性となった。

結果結果結果結果
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表表表表1-1 検出菌種検出菌種検出菌種検出菌種とととと保菌割合保菌割合保菌割合保菌割合 （（（（熊本熊本熊本熊本サンクチュアリサンクチュアリサンクチュアリサンクチュアリ））））

熊本サンクチュアリのみで検出
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表表表表1-2 検出菌種検出菌種検出菌種検出菌種とととと保菌割合保菌割合保菌割合保菌割合 （（（（わんぱわんぱわんぱわんぱーーーーくこくこくこくこうちうちうちうち））））

わんぱーくこうちのみで検出
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表表表表1-3 検出菌種検出菌種検出菌種検出菌種とととと保菌割合保菌割合保菌割合保菌割合 （（（（2施設合計施設合計施設合計施設合計））））
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表表表表2-1 薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果（（（（熊本熊本熊本熊本サンクチュアリサンクチュアリサンクチュアリサンクチュアリ））））

耐性型・中間型のみ表示
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表表表表2-2 薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果（（（（わんぱーくこうちわんぱーくこうちわんぱーくこうちわんぱーくこうち））））

耐性型・中間型のみ表示
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表表表表2-3 薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果薬剤感受性調査結果（（（（2施設合計施設合計施設合計施設合計））））

耐性型・中間型のみ表示
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まとめ
• 口腔からα-Streptococcus をはじめとしたレンサ球菌が、皮膚
からはMSCNS・MSSAなどのブドウ球菌が主に検出されたほか、
皮膚裂創からはMSSA（メチシリン感受性黄色ブドウ球菌）が検
出された

• 両施設ともBacillus cereus（セレウス菌）は主に雄個体から検出
された

• 検出された菌種は熊本サンクチュアリで15種、わんぱーくこうち
で7種となり、飼育施設での差異がみられた

• 検出された菌の57.4%（62 / 108）において、なんらかの薬剤へ
の耐性が確認された

• 皮膚軟部組織感染症の起因菌とされることの多いレンサ球菌お
よびブドウ球菌では、ペニシリン系薬剤への耐性が確認された
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